
授業実践

(ｲ) 第２時：学習目標：循環型社会について考える。

《ＡＬの視点》 主：主体的な学び 対：対話的な学び 深：深い学び

学習活動
形 Ａ

教師の支援と手立て 評価と方法
態 Ｌ

１ 前時の授業を振り返る。 斉 ○前時の学習を振り返らせた。

本時のめあて：私たちは、どのような消費社会をつくっていく必要があるのだろう。

２ 衣服の大量消費・大量廃棄（使 個 ＜生徒から出た考え＞

い捨て）をしてしまう消費者の心 ↓ ・安く手に入る。

理を考える。 斉 ・よく考えずに買っている。

「なぜ、私たち消費者は大量消費・ ・成長期だから服が小さくなる。

大量廃棄をしてしまうのだろう」

○「安さ」「便利さ」「流行」に加え、

「宣伝効果」についても触れ、実際

の生活を近付けさせた。

○「必要」と「欲しい」の違いを意識

させた。

○机間指導を行う場合は、できるだけ

＜プレゼンテーションソフト資料＞ 本音の部分を引き出せるよう声を掛

けるようにした。

３ 循環型社会について考える。 個 ＜生徒から出た考え＞

「大量消費・大量廃棄の社会に対 ↓ ・買う前に本当にいるか考える。

し、どのような解決方法があるだ Ｇ 対 ・試着をして買う。 ・バザーに出す。

ろう。－どうすれば、ごみを増や ↓ 深 ・フリーマーケットに出す。 ・あげる。

さないですむだろう。－」 斉 ・最後まで使う。 ・再利用する。

・リデュース ・リフューズ

・リユース ・リサイクル

○生徒から出た考えを４Ｒと関連付け

させた（小学校社会科の既習内容）。

個

↓

斉 ＜出された意見と４Ｒを関連させているところ＞

○リサイクルの実態について、資料を 循環型社会に

安さ 便利さ 流行・宣伝効果

必要だから買う
（ないと困る）

欲しいから買う
（なくても困らない）

これを
どうとらえるか？

買いたくなる原因
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基に具体的に理解させた。 ついて理解し

４ 本時の学習を振り返る。 ＜生徒から出た家族にも伝えたいこと＞ ている。【知識

●循環型社会について理解する。 ・衣服のリサイクル率は１０％しかない。 ・理解】（ワー

・大量廃棄はよくない。 ・再利用する。 クシート）

斉 ・別の物に作り変える。 ・４Ｒが大切。

・今の生活を続けていると石油は後４０年で

無くなる。

・服は買う前によく考える。

・今買っていいか考えることが大切。

５ 次時の学習の見通しをもつ。 ○今日の学習で、家族にも伝えたいこ

とを整理させることで、自分や家族

の生活と関連させて考えるようにし

た。

資料１ ２時目の話合い活動で使った台紙
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資料２ ２時目板書

資料３ 生徒から出た多面的な見方（２時目板書）

資料４ 生徒から出た多角的な見方（２時目板書）

資料５ ２時目の話合いの進め方(プレ

ゼンテーションソフト資料)

１ 個人で考える・・・ワークシートに記入

２ 班で考える
①ふせん（２枚ずつ）に書く。
②１人ずつ読みながら、班の台紙に貼る（上）。
☆じゃんけんで勝った人から時計回りに
③班で出た意見を似たもの同士グループ分け
して、名前を付ける。

３ 代表が班で出た意見を発表する

班から出た意見を短

冊に書き、まずこの

場所に貼る。

その後、４Ｒ

の図に合わせ

て移動させる

経済的側面

利己的側面

社会的側面

全体の立場

消費者の立場

消費者の立場

生産者の立場

文化的側面

個人の立場
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